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参
議
院
議
員 

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
国
内
で
の
研
究
開
発
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
薬
価
を
下
げ
て
医
療
費
を
削
減
す
る
よ
り
も
医
薬
品
の

輸
出
国
と
な
っ
て
収
支
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。 

我
が
国
の
創
薬
が
力
強
く
推
進
さ
れ
優
れ
た
医
薬
品
を
日
本
か

ら
世
界
に
発
信
し
、
再
生
医
療
に
加
え
そ
の
前
の
段
階
の
予
防
あ

る
い
は
初
期
治
療
で
も
貢
献
す
る
国
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

薬 

到 

病 

除 

も
と
ゆ
き
会 

幹
事 

黒
野
富
男 

創
薬
の
最
前
線
で
奮
闘
す
る
中
で
、
膨
ら
む
思
い
が
あ
り
ま
す
。
国
家
と
し
て

創
薬
を
も
っ
と
も
っ
と
推
進
し
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
で
す
。
国
政
で
数
々
の
実

績
を
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
藤
井
基
之
先
生
の
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
も
あ
る
、「
日
本

発
の
優
れ
た
新
薬
を
世
界
の
人
々
に
」
で
す
。 

平
成
二
十
八
年
度
の
貿
易
統
計
で
医
薬
品
は
、
輸
出
が
４
９
０
０
億
円
で
あ
る

の
に
対
し
、
輸
入
は
２
兆
７
８
０
０
億
円
と
、
約
２
兆
３
０
０
０
億
円
の
輸
入
超

過
、
依
然
と
し
て
日
本
は
医
薬
品
貿
易
赤
字
超
大
国
で
す
。
経
済
政
策
な
ど
に
よ

り
国
内
で
の
創
薬
を
活
発
に
し
て
医
療
の
先
進
国
と
し
て
世
界
の
地
位
を
築
く
こ

と
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

国
民
が
必
要
と
す
る
薬
を
国
内
で
供
給
で
き
る
態
勢
を
取
る
こ
と
は
、
国
防
の

観
点
か
ら
も
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
自
衛
隊
の
存
在
に
匹
敵
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

医
薬
品
の
貿
易
赤
字
と
い
う
状
態
は
逆
転
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
の

良
い
処
方
箋
は
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。 

外
科
的
手
術
や
内
科
的
処
置
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
副
作
用
が
少
な
い
薬
で
治

す
こ
と
が
で
き
た
ら
最
高
で
す
。 

「
不
薬
而
癒
」
と
し
て
自
然
治
癒
力
に
任
せ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、「
対

証
下
薬
」、「
対
症
発
薬
」
で
対
策
を
打
ち
、「
薬
到
病
除
」
で
回
復
さ
せ
る
貿
易
収

支
の
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
「
霊
丹
妙
薬
」
と
言
っ
て
み
た
い

よ
う
な
手
は
な
い
も
の
で
し
よ
う
か
。 

健
康
社
会
の
実
現
は
日
本
人
に
と
っ
て
必
要
か
つ
十
分
な
医
薬
品
が
充
実
す
る

こ
と
に
よ
り
可
能
に
な
り
ま
す
。
画
期
的
な
医
薬
品
は
海
外
で
開
発
さ
れ
た
も
の

ば
か
り
の
状
況
で
、
何
と
も
悔
し
い
こ
と
で
す
。
処
方
さ
れ
た
薬
が
日
本
発
の
も

の
で
あ
る
こ
と
を
時
々
認
識
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
発
の
医
薬
品
を
意

識
し
実
感
す
る
機
会
を
増
さ
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
薬
剤
師
と
し
て
誇
り
を
持

っ
て
日
本
発
の
医
薬
品
を
患
者
さ
ん
に
調
剤
し
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。
安
心
し
て
使
え
る
薬
は
日
本
で
日
本
人
を
対
象
と
し
た
信
頼
性
の
高
い

臨
床
薬
理
試
験
の
実
施
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
さ
ら
に
我
々
日
本
人
の
学
問
的
デ
ー

タ
の
集
積
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
せ
っ
か
く
国
内
で
発
見
し
た
新
薬
の
候
補
に
関

し
て
も
こ
れ
ま
で
は
海
外
に
持
っ
て
い
か
れ
開
発
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。
医
薬
品
の
開
発
力
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
に
も
製
薬
企
業
の
モ
チ 

コラム 

発行所 もとゆき会 
 
〒103-0007 
東京都中央区日本橋浜町 

2-35-7 島鶴ビル601号 
電話 03-3６60-4302 

  

第
１
９
３
回
通
常
国
会
（
常
会
）
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
日
に

開
会
さ
れ
予
定
通
り
１
５
０
日
間
の
六
月
十
八
日
に
会
期
末
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
九
月
よ
り
沖
縄
・
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
委
員
長
と
い

う
役
職
を
拝
命
し
、
六
月
に
は
七
十
二
年
目
と
な
る
平
成
二
十
九
年
沖
縄

全
戦
没
者
追
悼
式
に
参
議
院
沖
北
特
別
委
員
会
委
員
長
と
し
て
参
列
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
今
年
一
月
の
極
寒
時
期
に
沖
北
特
別
委
員

会
道
東
視
察
と
し
て
北
海
道
か
ら
北
方
領
土
を
視
察
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
七
月
に
は
北
方
四
島
交
流
訪
問
事
業
に
参
加
す
る
機
会
を
得
て
、
国

後
・
択
捉
島
の
両
島
を
訪
問
し
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
を
通
じ
改
め
て
「
四

島
は
日
本
の
固
有
の
領
土
」
の
感
を
強
く
し
ま
し
た
。 

こ
の
他
に
は
、
厚
生
労
働
委
員
会
委
員
と
し
て
、
決
算
委
員
会
委
員
と

し
て
合
計
四
回
、
今
国
会
に
お
い
て
国
会
質
問
に
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

四
月
四
日
の
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
の
調
剤
報
酬

改
定
「
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
」
の
評
価
及
び
、
病
院
敷
地
内
へ
の

保
険
調
剤
薬
局
誘
致
問
題
、
産
業
政
策
と
薬
価
改
定
問
題
、
ハ
ー
ボ
ニ
ー

配
合
錠
の
偽
造
品
問
題
、
薬
物
乱
用
問
題
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し

た
。 ま

た
四
月
二
十
四
日
の
決
算
委
員
会
で
は
、
医
療
提
供
体
制
（
医
療
専

門
職
の
労
働
環
境
、
女
性
の
進
出
等
）
、
薬
物
問
題
（
カ
ナ
ダ
、
米
国
等

海
外
の
大
麻
娯
楽
目
的
使
用
の
合
法
化
動
向
等
）
、
偽
造
医
薬
品
問
題
の

三
点
に
絞
り
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
医
薬
品
・
医
療
体
制
に
関
連
し
た
安
全
・
安
心
に
つ
き
ま

し
て
は
、
医
薬
品
の
専
門
家
で
あ
る
薬
剤
師
の
関
与
が
極
め
て
重
要
で
あ

り
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。 

 
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
機
会
を
と
ら
え
て
薬
剤
師
の
役
割
の
重
要
性
や

医
療
提
供
体
制
の
整
備
・
充
実
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

参
議
院
に
お
け
る
薬
剤
師
議
員
は
私
以
外
お
ら
ず
、
限
界
も
あ
り
ま
す
。 

 

次
の
参
議
院
選
挙
は
二
年
後
で
す
が
、
薬
剤
師
資
格
を
持
っ
た
国
会
議

員
が
一
人
で
も
多
く
誕
生
し
、
そ
れ
ら
の
方
々
と
連
携
し
臨
め
る
体
制
づ

く
り
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

 

国
会
会
期
末
を
迎
え
て 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２9年4月 4日（火） 
１０時より厚生労働委員会にて質問に立ち
ました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成２9年 4月 6日（木） 

10 時より厚生労働委員会、臨床研究法案
についての審議が行われ、今国会2度目と
なる国会質問に立ちました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成２9年 4月 19日（水） 

１０時より本会議。 
１８時より「宏池会と語る会」が開催され
ました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成２9年 4月 24日（月） 

１３時より決算委員会にて質問に立ちま
した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今日の決算委は厚労省、環境省所管事項の審査。自
民党割り当て９０分のうち３０分を頂き、主として
塩崎厚生労働大臣と質疑をさせて頂きました。 

テーマは 

① 医療提供体制（医療専門職の労働環境、女性の
進出等） 

② 薬物問題（カナダ、米国等海外の大麻娯楽目的
使用の合法化動向等） 

③ ハーボニー配合錠偽造品問題（大阪の無許可業
者を介しての和歌山の病院への納入） 

の３点に絞りました。 

東京プリンスホテル「鳳凰の間」にて創設６０周年
となる宏池会の記念行事として「宏池会と語る会」
が開催されました。 
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藤井もとゆき国会日記 その１ 

今国会初となる国会質問に立ちました。厚生労働委
員会で10時から。持ち時間は40分。いつもより
早起きして最終準備です。久しぶりの質問ですの
で、あれも聞きたい、これも聞きたいと質問の量が
増えすぎ、急遽どの質問をカットするべきか？悩む
こととなりました。結局、次の四項目に絞り質問を
行いました。 
① 昨年の調剤報酬改定及びかかりつけ薬剤師・薬
局の評価と、病院敷地内への保険調剤薬局誘致
問題  

② 産業政策と薬価改定問題  
③ ハーボニー配合錠の偽造品問題  
④ 薬物乱用問題 
 
 

今日の厚生労働委員会は昨年の第190回国会に上
程されるも継続審議となっていた「臨床研究法案」。
４月4日に続き質問に立ちました。持ち時間は35
分。質問は、3月16日東京地裁が、元社員のデー
タ改ざんは認めるものの広告違反については無罪
との判決を下し、現在検察が控訴手続き中の、ノバ
ルティスファーマ社のディオバン事案からスター
トしました。本法案は省令委任事項が多いため、法
案の施行方針等について、厚生労働省の考えを質し
ました。法案成立後のスムーズな法施行を求めま
す。15時前に質疑は終了し、全会一致で可決。付
帯事項も全会一致でした。明日の本会議で法案成立
の運びとなります。 
 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２9年5月１７日（水） 
１０時より本会議。 
 

 
 
 
 
 
 
平成２9年 5月２６日（金） 

１０時より本会議。 
 
 
 
 
平成２9年 6月 14日（水）～１６日（金） 
  会期末処理が行われました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成２9年 6月 23日（金） 

平成 29年沖縄全戦没者追悼式に参列。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成２9年７月6日（木）～１０日（月） 
  北方 4島交流訪問事業に参加しました。 
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藤井もとゆき国会日記 その 2 

天皇の退位等に関する皇室典範特例法案特別委員
会の設置が承認され、５月２５日の厚生労働委員会
で可決されました地域包括ケアシステムの強化の
ための介護保険法の一部改正法案など１０法案に
ついて採決が行われいずれも可決されました。 

沖縄戦から 72 年の歳月が流れました。12時の黙
とうの後、総理大臣、衆・参議長、沖北・厚労・外
務・防衛の各大臣に続き、参・沖北委員長として献
花をさせていただきました。 
梅雨明けの沖縄は暑さもなかなかのものですが、
「かりゆしウェア」は理にかなっていることを実感
しました。 
 
 
 

地域包括ケアシステム強化のための介護保険法等
の一部改正法案の趣旨説明が塩崎厚生労働大臣よ
りあり、その後質疑が行われました。 

引き続き精神保健及び精神障害者福祉に関する法
律の一部改正法案など４法案及び諸外国との条約
締結の承認、議定書締結の承認についての採決が行
われいずれも可決されました。 

 

 

 

 

 

北方4島交流訪問事業に参加させて頂き、6日から
10日まで4泊5日の行程で、国後島と択捉島へ行
ってまいりました。宿泊はすべて船内（エトピリカ
号）、艀で上陸し、夕刻艀で帰船です。天候にも恵
まれ、船の揺れも想像以上に少なく、ある意味快適
な旅となりました。 

＜6 日＞事前研修の後、16 時過ぎに根室港よりエ
トピリカ号出港。19時過ぎには国後島、古釜布（ふ
るかまっぷ）湾に到着。＜7日＞入域手続きの後、
艀で上陸。シネマホールでロシア側とセレモニー。
10時からロシア正教会視察。日本人墓地の墓参後、
スポーツ施設視察「友好の家」での夕食交流会。16
時過ぎ択捉島に向けて出航。＜8日＞択捉島上陸後
博物館を見学し、シネマホールで地区訪問のセレモ
ニーがあり、紗那保育幼稚園を視察。＜9日＞霧雨
模様で、7時半には紗那墓地へ。オーヤヌイ空港視
察。＜10 日＞5 時に国後・古釜布湾に着き、出域
手続き後、根室港に向け出港し、船内で解団式。12
時には、無事根室港に帰港しました。 
 

１４日（水）山本幸三国務大臣の問責決議案、金田
法務大臣の問責決議案、さらに山本順三参院議院運
営委員長解任決議案が野党より提出され採決の結
果否決されました。 
１５日（木）テロ等準備罪を「組織的な犯罪の処罰
及び犯罪収益の規制等に関する法律等の一部を改
正する法律案」を可決しました。 
１６日（金）厚生労働委員会、沖縄北方問題特別委
員会、決算委員会の会期末処理が行われ、会期延長
することなく閉会となりました。 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
軽井沢から東京地区に通勤を始めて12年になりました。長野新幹線は1997年 10月開通で、今年の10月

には満20年になります。2015年 3月 14日からは北陸新幹線になって3年目に入りました。東京駅から最短
の「はくたか」に乗ると63分で軽井沢に着きます。 
北陸新幹線は JRの予想乗車率を大きく上回っているようで、軽井沢に帰宅する時には「はくたか」では席を確

保するには苦労します。長野を越えて富山、金沢に行く乗客が多いと言うことでしょう。 
＜軽井沢に住むと言うこと＞ 暑さが苦手です。首都圏に比べ夏で7℃位、冬で 15℃位低いです。リゾートな

ので温泉が沢山ありますし、10分で人工雪スキー場、60分で全長4.5kmダウンヒルのスキー場にも行けます。
軽井沢は別荘地で有名ですが有名人の別荘がある地区と私が住んでいる庶民の地区は別世界ですが、幸い平地で
あること、軽井沢の駅に近いことから凍結した道路でもスリップすることもなく通勤にはとても便利です。 
＜軽井沢＞12年前に移り住んだ時には冬のアウトレットは閑散として、気の毒なくらいでしたが最近は外国の

旅行者が多くインバウンド効果ばっちりです。一方、中小の店が一年を通じて業績を維持するのは難しく、春か
ら秋までが勝負のようです。そんな軽井沢のお店で、今回ご紹介するお店は、 

1）ハウスオブ軽井沢（要予約）庶民の地区ではなく高級別荘地のど真ん中、
南原別荘地に1000坪の庭をもつペンションで食事が美味しくてリーズ
ナブルです。宿泊なしでも食事のみでも可能です。新緑や紅葉の季節は
特にお勧めで、心豊かになれます。紹介した方たちがリピーターになる
お店です。 

2）天空カフェ（予約不可）白糸ハイランドウェイに入ってすぐの脇道を山に
登っていくと頂上近くに天空カフェがあります。とにかく景色が抜群で、
軽井沢の町が一望できてリラックスできます。 

3）もう一つのお薦め、追分の先の浅間サンラインに沿って進んでください。
浅間山や周りの山々、段々畑と美しい景色に出会うことができます。こ
の道沿いは野菜やフルーツの畑があり、 特にフルーツは 6 月初めから
10月までハスカップ、ブルーベリー、ブドウ、プルーン、リンゴと美味
しいフルーツがいっぱいで、フルーツの季節が終わると美しい紅葉が楽
しめ、信州に来てよかった！と実感できる場所です。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道沿いにある小諸の浅間高原農場のブルーベリーは特に美
味しいです。 

そうそう、もとゆき会事務局にいらっしゃる秘書の高森さんの出
身地区なのですよね。   

 

藤井基之国会事務所 
 
〒100-8962  
東京都千代田区永田町 2-1-1 
   参議院議員会館 1218号室 

 ０３－６５５０－１２１８ 
Fax ０３－３５９７－９３９３ 

藤井基之浜町事務所 
 
〒103-0007  
東京都中央区日本橋浜町 2-35-7 
         島鶴ビル 601 号 

 ０３－３６６０－４３０２ 
Fax ０３－３６６０－４３２８ 
 

もとゆき会とは、藤井基之先生の政治家としての大成を期するため活動している
政治資金規正法に基づく政治団体です。藤井基之先生の政治理念や人柄などに共鳴
した人々の「藤井もとゆきファンクラブ」のようなものです。「藤井もとゆき勝手
連」とも通称しています。会員になりたい方、関心のある方は、下記の藤井基之事
務所にお問い合わせください。 
入会金や会費はありませんが、個々の事業や活動の実施に必要な場合は、その都度、

費用を会員や参加者から徴収させていただきます。 
もとゆき会の活動をご理解いただくために、ホームページを開設いたしております

ので、右記アドレスにアクセスしてみて下さい。 

 

もとゆき会入会の案内 

 

もとゆき会 HP： 
http: //www.fujii.tv/ 
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北陸新幹線はくたか 

 
もとゆき会会員 村上雅弘 

天空カフェより軽井沢を臨む 

おおお知知知らららせせせ   藤井もとゆき君と語る会 
開催のご案内 

日時：平成２９年１０月１７日（火）午後６時３０分開演 

場所：ホテルニューオータニ 芙蓉の間 

     東京都千代田区紀尾井町 4-1 

会費：20,000 円 


